












































































































































































































































































































































































































































































































































































































の損失と被害の起因者として責任を有しており」（...das Deutschland und 
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seine Verbündeten als Urheber für alle Verluste und Schäden verantwortlich 
sind...）となっているが、この同じ部分は英文では「すべての損失と被害
についてドイツとその同盟諸国は責任を有しており」（the responsibility of 
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